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本年もよろしく

お願いいたします。　　　　
年頭挨拶　

　理事長　富岡 親憲

瀬田川リバプレ隊は今年でＮＰＯ法人になって６年目を迎えることになります。隊員の皆様のご努力と周りの多くの方々のご協力で、少しずつ前進して来ました。そして、瀬田川リバプレ隊だからやれる活動も、少しずつですが出来てきたように思われます。

何か活動を実行するときは多くの人の力が必要です。人間年をとってきますと、なかなか参加する事が億劫になってきます。そんな私は昨年素晴らしい言葉を聞きました。
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昨年１２月より、琵琶湖博物館に於いて新琵琶湖学入門セミナー『湖と人間』と言うセミナーが開催されています。全体で１２回、１回２つのテーマを取り上げますので、２４テーマの話がある大きなセミナーです。何年か前、これとほぼ同じ規模のセミナーを受講し、それが私に環境問題を初めて教えてくれたものでした。私は１２回全ては出席出来ないだろうと思いながら、第１回目のセミナーに出席しました。

その最初の話は、琵琶湖博物館長川那部さんの話でした。その話の中で川那部館長は、自分はこのセミナー１２回の全ての発表を聞くつもりであると言われました。私はその言葉に衝撃を受けました。ご存じのように川那部館長は、長い間琵琶湖博物館の館長を務められ、今日の素晴らしい琵琶湖博物館を創り上げた人であります。その人が今回のセミナーの全ての発表を聞くつもりだと言われた言葉には驚かされました。最初から今回は全ては聞けないだろうと決めつけていた私は、思わずはっとするものがありました。

何かをやるとき、最初から私のように全部はやれないと決めつけているのと、川那部館長のように全てやると言うのでは、結果が大きく違ってきます。川那部館長の皆の前でのあの言葉は素晴らしいと思いました。自分で自分の行動に責任を負ったのだと思います。

瀬田川リバプレ隊は少しずつではありますが、ＮＰＯ法人としての個性が芽生えて来たようです。これからのＮＰＯ法人はそれぞれに個性を持つことが重要だと思っています。

今年も『無理せず』『不精をせず』『無駄をせず』の精神でＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊の個性の芽を着実に大きく育てる年になって欲しいと願っています。

２００９年１月１日
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第４回市民会議開催

日時：１２月７日（日）

場所：ウォーターステーション琵琶

「美しい河川をとりもどすために、私たちに何ができるか」

をメインテーマに第４回河川を愛する市民会議を開催。

この会議は平成15年に第１回開催。毎回、同じテーマで開催して今回で４回目の開催となりました。今年は７団体が参加、各団体の活動目標・現状と課題・活動内容・今後の課題について発表があり、午前、午後の発表後、参加者全員を４グループに分けて討論会が行われました。

参加団体・代表者（敬称略）

来賓

・琵琶湖河川事務所

 　　　　津森ジュン所長
コーディネーター

・元県環境学習支援センター
井阪 尚司先生

発表団体

・ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊

冨岡親憲

・ウォーターステーション琵琶

　　　　　　　　　　　　上野浩文

・ＮＰＯ法人蒲生野考現倶楽部

(琵琶湖淀川流域圏連携交流会)

　　　　　　　　　　　　野田晃弘

・水と文化研究会　　　　小坂育子

・野洲漁業協同組合　　　松沢松治

・ＮＰＯ法人ヒマラヤン

グリーンクラブ　　御池吉道

・山門水源の森を次世代に引き継ぐ会

　　　　　　　　　　　　　藤本秀弘
午前１０時より、伊藤副理事長の開会の辞より「美しい河川をとり戻すために、私たちに何ができるか」をメインテーマに井阪尚司先生の司会開始となりました。
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第一部

参加４団体より活動状況等の発表

＊瀬田川リバプレ隊
２０年実施の主な活動紹介ヨシ刈

り、外来魚釣り大会、高橋川清掃活

動及び琵琶湖・瀬田川のゴミ問題に

関連して宇治天ケ瀬ダムのゴミ調査

等の報告

＊ウォーターステーション琵琶
ウォーターステーション琵琶が現

在何を行っているかについて、住民と

行政とのコーディネートを行うための

取り組、住民連携、若い活動家との連

携、河川レンジャー等

＊蒲生野考現倶楽部
琵琶湖淀川流域圏連携交流会（Ｂ

Ｙネット）の活動紹介

＊水と文化研究会
琵琶湖と流域河川の水問題と過　　　　

　去の水害についての研究成果と、今後の水問題について。

第二部

グループ討論会

暮し、ネットワーク、生活者の視点

から

テーマ

・遠い水から近くの水へどう再構築していくか。

・琵琶湖の出口としての瀬田川をどう県民意識に高めるか。

・琵琶湖ネットワークの構築をどうすすめるか。
・団体の活動成果をどうように資産化運用していけばよいか。

　以上について４グループに分かれて討議を行いました。いろいろな意見が出されました。

第三部

参加団体より発表

＊野洲漁業協同組合

　　人が親しむ風情ある川・琵琶湖を守る為「家棟川流域観光船」の運航による活動

＊ヒマラヤングリーンクラブ

　　パキスタン東北部、バルチスタン　　

　地方における植林活動と、近江八幡伊崎半島における「かわう」の棲みつかない森づくりの活動報告

＊山門水源の森を次世代に引き継ぐ会

　　西浅井町山門地区において、自然環境の恵まれた山門水源の森を開発から守り、次世代に引き継ぐべき活動の紹介、貴重な自然環境を守る活動紹介
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第四部

グループ討論会

山から湖までの一体的な取り組み、自然の仕組みの視点から

・自然の仕組みの視点から今何が求められているのか。

・保全活動への子供の参画をどう進めていくか。

・河川を愛する協働のスタイルをどうつくるか。

・ふるさとの河川にするには何が必要か。（場として河川・森）

第二部と同様にグループにて討論を実施、建設的な意見が出されましたが、直ぐに解決出来ることは難しく、今後の課題となりました。
　最後に参加者全員による、環境メッセージ等の発表をして頂きました。

当日は読売新聞、中日新聞、京都新聞の取材があり、翌８日朝刊滋賀版に掲載されました。

《その他１１月１２月活動だより》

１１月２７日(日)

外来魚解剖教室

実施場所　　　　　　ＷＳ琵琶

参加者　

リバプレ隊　　　　　　　　　６名

ボーイスカウト　　２０団　　１２名

　　　　　　　　　２１団　 　７名

講師

アクア琵琶　　中尾博行学芸員

　ボーイスカウト団員を対象に、琵琶湖の環境学習として生態系を乱す外来魚についての学習会及び生体観察(解剖教室)を行いました。

　最初に琵琶湖に生息する生物及び在来魚の減少原因、外来魚の生態について説明後、ブラックバスにて各自で中尾氏の指導により解剖の実施、ブラックバスの胃内より子魚、釣り用ルアーが出て、バスの食性等の学習会でした。

[image: image10.jpg]



１１月２７日（木）

エコクッキング教室

開催場所　　瀬田南市民センター２階

参加者　　２８名（男性３名女性２５名）　　　　　

住民公募、チラシ設置は各市民センター健康推進班に依頼し他リバプレ隊より配布

講師　　料理研究家　大前洋子さん

　　　　アシスタント　田寺滋子さん

エコクッキングとは

・できるだけ地場産食材を使用

・各々の食材を大切に取り扱う料理法

で一物全体食なのでほとんど生ゴミが出ない

・微量の生ゴミは堆肥化、米のとぎ汁は有効活用

・穀菜食中心の献立なので、心身が健康になり生活習慣病の予防等の治療食といえます。

献立

＊里芋ごはん

＊旬の芋煮っころがし

＊うなぎもどき

＊じゃがいも饅頭
大前先生よりエコクッキング教室の説明後、４種類のレシピにもとづいて調理し、大変好評で「うなぎもどき」に注目が集まりました。
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１１月２８日（金）

三井物産助成団体交流会

場所　東京、三井物産本社

参加者　富岡、美濃部

参加団体７８団体１２０名

助成交付団体、海外トルコ、国内８団体よりの成果発表があり、最後に特別講演として㈱ファンドレックス代表取締役鵜尾雅隆氏より「持続可能なＮＰＯ運営のための資金調達」がありました。

大変有意義な会で盛会でした。

滋賀県よりＮＰＯ法人家棟川流域観光船、ＮＰＯ法人アジアとアフリカをつなぐ会が参加していました。

１１月２９日（土）３０日(日)

びわ湖・まるエコ・ＤＡＹ２００８

パネル展示

開催場所　琵琶湖博物館企画展示室

参加者　谷村、富岡

主催は滋賀県、湖国まるごとエコ・

ミュージアム推進会議、滋賀県立大学

リバプレ隊として隊の概要、活動状況パネル展示を行いました。
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１１月２９日（土）

出前教室

場所　東近江市八日市西小学校

参加者　後藤、伊藤、渡邊、中山、

朝田

西小学校の要請によりフクロウ木工教室を開催しました。隊員の指導で１００個ほどを、２年生の子供達と保護者で作製しました。一度に数多く作製の為、工具等足りず大変でしたが、ユニークなフクロウなどが出来上がり、子供達、保護者より感謝されました。


１２月１６日（火）

宇治天ケ瀬ダム見学

参加者、富岡、伊藤、後藤、谷村、

　　　　坂山、美濃部


第３回目の天ケ瀬ダムのゴミ調査活動見学に、天ケ瀬ダム管理支所黒田光永管理係長の案内により見学しました。ダムサイトの工事により見学は側面より行いました。ゴミの回収作業は今回は行われていませんでした。

　

１２月１８日（木）

コムラサキシキブ維持管理

参加者　リバプレ隊員　　　１３名

コムラサキシキブ周辺と遊歩道の整備を行いました。

落ち葉、ゴミ等回収されたゴミ袋は２３個で国土交通省瀬田川出張所により処理され、出張所より謝辞がありました。


１１月２５日（火）

１２月２５日（木）

高橋川清掃活動　別紙掲載

《理事会の記録から》

１１月１５日（土）　ＷＳ琵琶

参加者　富岡、伊藤、中山、美濃部

　　　　朝田

議事

前月の活動報告

＊１０月２５日（土）高橋川清掃活動

＊１０月２６日（日）「豊かな湖づくり」

　木工教室、パネル展示の実施

今後の活動予定

＊１１月２２日（土）外来魚学習会
解剖教室、

＊１１月２７日（木）エコクッキング教室、各支所の健康推進班を通じて一般公募を行う。

＊１２月７日『第４回河川を愛する市民会議』

＊１１月２９日（土）３０日（日）
「びわ湖・まるエコ・ＤＡＹ２００８」パネル展示

＊１１月２８日（金）三井物産助成団体交流会

＊１１月２９日（土）出前講座

１２月２０日（土）　ＷＳ琵琶

参加者　富岡、伊藤、後藤、中山、

　　　　前川、谷村、美濃部、朝田

議事

一、前月の活動報告

＊１１月２２日（日）外来魚解剖教室　　　　　

　前任の藤田さんが教員になられた為、今回より、アクア琵琶の中尾学芸員に依頼

＊１０月２５日（土）高橋川清掃活動、清掃終了後、自治会館で反省会

＊１１月２７日（木）エコクッキング教室、昨年と同様、大前講師により実施、一般住民に公募にて２８名の参加。

＊１１月２８日（金）三井物産環境助成基金交流会に参加

＊１１月２９日（土）３０日（日）「びわ湖・まるエコ・ＤＡＹ２００８」県立琵琶湖博物館で開催され、パネル展示実施

＊１１月２９日（土）出前教室東近江市八日市西小学校でフクロウの木工教室開催

＊１２月７日（日）第４回河川を愛する市民会議開催

＊１２月１８日（木）ムラサキシキブ周辺清掃維持管理

＊１２月１６日（火）天ケ瀬ダムゴミ調査見学

二、今後の活動予定

＊１２月２５日（木）高橋川清掃活動

＊１月２５日（日）ヨシ刈りボーイスカウト、ボート関係者等参加予定、同日に高橋川清掃活動も実施

＊２月１９日（木）コムラサキシキブ維持管理

＊２月２１日（土）見学会「淀川の今と昔」枚方淀川資料館他

＊３月１日（日）湖上学習会

＊３月８日（日）湖上セミナー

《編集後記》

　今年もよろしくお願いいたします。

編集委員、富岡、後藤、伊藤、渡邊、美濃部

発行所：ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊事務局　〒520-2134　大津市瀬田５丁目２７－２
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